
農場祭の報告書 

 
フィールド科学系部門長 

窪田 浩和 
 
1. 事業名 

農場祭（学部公開） 

 

2. 実施日時 

平成 23 年 11 月 6 日（日） 

天候： 曇り時々雨 

 

3. 実施場所 

大学院生物圏科学研究科附属瀬戸内圏フィール

ド科学教育研究センター 西条ステーション 

（農場） 

 

4. 来訪者数 

約 800 名 

 

 

 

 

 

（農場体験ツアー出発前） 

 

 

 

（農場体験ツアー） 

 

 

5. 技術職員参加メンバー 

窪田浩和，山城英和，積山嘉昌，山口哲平， 

木原真司，田中明良，脇良平，北村亜紀， 

川口信治 

 

6. 企画事項 

(1) 搾乳体験コーナ 

（担当： 窪田，積山，田中） 

【実施内容】 

体験前に搾乳注意事項と搾乳方法の説明を行っ

た．比較的におとなしい乳牛 2 頭を使用し，午前中

25 名，午後 25 名と人数を限定して行った．今年度も

多数の体験希望者があったが 25名で打ち切り，乳牛

にストレスを与えないよう注意しながら，一人一人 
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丁寧に搾乳を行った．終了後には丁寧に手の消毒を

行い，衛生に努めた． 

 

 
 

 
 

 

(2) ふれあい動物コーナ 

（担当： 山城，北村，山中，川口） 

【実施内容】 

10 時 30 分～15 時までに，約 200 名が見学した．

今年度は，家畜伝染病の関係で，直接家畜に触れ

ないよう見学だけに留めた．技術職員が 4 名で対応

し，見学者に説明を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

7. まとめ 

今年度は，朝から雨が降り天候が悪いため昨年度

より来場者が少なかった． 

搾乳体験コ－ナは，毎年のことではあるが体験希

望者が多数あったが，午前，午後と25名で打ち切っ

た．そのため一人一人の搾乳時間が余裕をもって進

めることができ大変良かった． 

ふれあい動物コ－ナは，毎年小動物に触れあって

いるが，今年度は家畜伝染病の関係で動物に触れ

あうのは中止しためふれあいコ－ナは来場者が少な

かった．来年度からの開催を考える必要がある． 
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